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放射線に関する計測手法や応用を中心に研究していま
す。放射線・放射性同位元素（RI）の利用は、工業、医
療を始めとした幅広い分野において重要な技術となって
います。その一方で、福島第一原発事故による放射能
汚染、廃炉作業などの技術的な課題もあり、放射線・RI
について取り組むべき研究テーマは多くあります。そこ
で、耐放射線性機器、線量分布測定装置等の開発と応用
に取り組んでいます。さらに、放射線をより安全に利用
するために、放射線防護、放射化物の評価手法について
の研究にも取り組んでいます。

非破壊検査、医療診断

放射線利用の高度化
　より安全で、より有効に利用するために
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•  コンパクトな核融合炉や放射線治療装置をつくるため
には、安定かつ高い遮蔽能をもつ中性子・γ線遮蔽材
が必要です。しかし中性子の遮蔽には軽元素が、γ線
の遮蔽には重元素が向いているという矛盾がありまし
た。本研究では軽元素（水素）―重元素が高密度に化
合した金属水素化物に着目しました。

• 金属水素化物は脆いことが課題でした。水素化しない
合金と複合化させることにより、破壊靭性、熱伝導率、
また水素放出温度が向上することを確かめています。

核融合、放射線医療、先進原子炉

金属水素化物を用いた放射線遮蔽材
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